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は じめに

近年 、いわゆる 「古写真」に関心が寄せ られている。 この10数 年 の間に、幕末 ・明治期に撮影 された写真を集めた写

真集等が相次いで出版 された り、古写真展等 も盛んに企画 ・開催 され、多くの人々の関心を集めている。また、1999年

4月 、鹿児島市 にある尚古集成館所蔵の銀板写真 「島津齋彬像」が写真 としては初めて、国の重要文化財に指定された。

これ らの ことは、写真が貴重 な文化財 、あるいは歴史資料等 として重視 されるようになったことを示す一つの表れ と考

えられ る。

また昨今、写真の保存 ・修復に対する関心が高まってい る。 というのも、貴重な写真史料の多 くが、程度の差 こそあ

れ、すでに劣化 しはじめてい るからである。この現実を前に して、私たちは写真 を保存することの重要性を再認識 した

といえるであろう。

写真の発明

現代 に生きる私たちは一 日として写真 を見ずに過ごす ことはない。朝起 きて新聞を見れば、そこには報道写真が掲載

されてい る。また一歩家を出ると、さまざまなポス ターや広告写真等が 目に飛び込んでくる。 このように写真は今、ご

くあたりまえのものとして日常生活 に溶 け込んでいるとい えるであろう。

ところで、現代の日常生活にすっか りとけ込んでいる写真、それは何時、誰 によって発明 されたのであろうか?現 存

す る最古の外界 を写 した写真 「ル ・グ ラの 自宅窓からの眺め」(1826～27年 頃)は 、フランス人のジ ョセフ ・ニセフォ

ール ・ニエフ.ス(JosephNic駱holeNi駱ce
,1765～1833)に よって撮影 された(写 真1)。 この写真術は、アスファル トの

感光性を利用 した方法で、ヘ リオグラフィーと命名された。その後 、ニエプスと協力 して研究 を進めたフランス人画家

のル イ ・ジャック ・マンデ ・ダゲール(LouisJacquesMand颯aguerre ,,1787～1851)が 、銀板上 に画像を形成する方法

を完成 し、 ダゲレオタイプ(以 下 「銀板写真」 と称する)と 名付 けて1839年1月7日 に、同 じくフランス人の科学者で

政治家でもあったフランソワ ・アラゴーを介 してフランス学士院で公表 した。 もう一人、写真の発明者 として度々名前

を挙げ られる人物 として、イギ リス人科学者で後述するカロタイプの発明者であるウ ィリアム ・ヘ ンリー ・フォック

ス ・タルボ ット(WilliamHenryFoxTalbot ,1800～1877)が い る。

写真の発明者 として一般 に知 られているのは以上の三人 、すなわちニエプス、ダゲール、そ して タルボッ トであるが、

画像を定着 させる方法 を考案 していたのは彼 ら三人だけではな く、その他 多くの国々で、ほぼ同 じ時期に写真術 と同様

の技術が考案 されていたともいわれている。 しかしこれ らの数多くの写真術発明者の中で、写真の父 として特 に賞賛 さ

れたのはダゲールであった。その理由としてはいろいろなことが考えられるが、その一つに、銀板写真が持つ美麗 さを

挙げることができよう。ダゲールが完成 させた銀板写真 は、銅板に銀 メッキを施 し、沃素の蒸気 をあてた感光板 を、カ

メラ(注1)で 撮影 し、水銀蒸気で現像 した後、チオ硫酸ナ トリウム(ハ イポ)で 定着(注2)す るとい う方法で、いわ

ゆる 「一点 もの」であった。今 日、私 たちが日常的に使 い慣れている写真は、原板か ら複数のプリン トを作ることがで

きる 「ネガ ・ポジ法」であるが、銀板写真では一度の撮影で一枚の写真 しか得 ることはできない。 しか し金属板上に写

し出 されたシャープで美 しい画像は、当時の人々にとって充分に魅 力的なものであったのである。

ダゲールの方法に対 して、タルボ ッ トは感光性 を与えた紙 を、小 さなカメラに入れて撮影す ることを試みた。この方

法で得 られた画像 は、明暗が逆 になって現れた。 これが今 日のネガ ・ポジ方式の原点で、密着焼き付けをす ることによ

り、明暗の正 しいポジ像が得 られるというものでる。 しか しカロタイプ(注3)と 命名 されたこの方法は、紙 ネガを焼

き付 けてプ リン トを作 るため、紙の繊維 が写真に現れ、シャープさが損 なわれたことが一因 してダゲレオタイプほどに

は普及 しなかったのである。

1851年 に 、イギ リス人の彫刻家 フレデ リック ・スコッ ト・アーチャー(FrederickScottArcher
,1813～1857)に よっ

て写真史 に新たな展開がもたらされた。ウェット ・コロジオン ・プロセス(湿 板写真術)の 発明である。この写真術は、
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写 真1

撮 影 者 ジ ョセ ブ ・ニ セ フ ォー ル ・ニ エ プ ス

題 名 「ル ・グ ラの 自宅 窓 か らの 眺 め」

撮 影 年1827年 頃

写 真 技 法 ヘ リオ グ ラ フ

所 蔵 機 関GemsheimCollection,HumanitiesResearchCenter,

UniversityofTexas,Austin

(写 真 は 、 ナ オ ミ ・ロ ー ゼ ンブ ラ ム 著 、飯 沢 耕 太 郎 日本 語 監

修 、 大 日方 欽 一 ・森 山 朋 絵 他 訳 、1998『 写 真 の 歴 史 』 美 術 出

版 社p.19よ り転 載)

ガラス板 の上に沃化カ リウムを含むコロジオ ン(注4)を ム ラな く均一 に塗布 し、硝酸銀溶液 に浸 して感光性 を与 えた

後に、すぐに撮影 し、露光後ただちに焦性没食子酸 または硫化第一鉄で現像 し、ハイポ もしくはシアン化カ リウムで定

着する。 この方法 は、すべての工程を、ガラス板 が湿 っている間に行わなければならなかった(注5)こ とか ら、日本

では湿板写真術 と呼ばれた。湿板写真は、ダゲレオタイプと比較 して感光度が高 く、露光時間を大幅に短縮す ることが

で きた。初期のダゲ レオ タイプが露光す るの に20～30分 必 要だった(注6)の に対 し、湿板写真 は5～15秒 に短縮 され

たので ある。このような露光時間の短縮は、写真表現の可能性を大 きく拡大 し、ポー トレー トの撮影等を容易 にしたが、

湿板写真は、常に暗室一式 を携帯 しなけらばならない とい う欠点があった。

1871年 、 イギリスの医師で顕微鏡に関心をもっていた リチャー ド・リーチ ・マー ドックス(RichardLeachMaddox,

1816～1902)博 士 が、ガラス板 を支持体 とし、コロジオ ンのかわりにゼラチンをバ インダーに用いた臭化銀乳剤の実験

結果 を発表 した。この方法は発表 当初、あまり注 目され なかったようであるが、2年 後には、別の何人かのイギ リス人

がこの方法を改良 し、ゼラチ ン乳剤の商業 的生産 を始 めた。 この方法の考案により、写真家 は暗室 を携帯す る必要がな

くなったばかりでなく、自ら感光材料 を作 らなくてすむようになった。 また、1秒 以下の露光が可能となって、事物の

瞬間 を捉 えることができるようになったのである。

日本の写真小史

日本に写真術が渡来 した(輸 入)の は嘉永元年(1848)で 、場所は長崎、輸入者は上野俊之丞であったとす るのが現

在のところ最 も有力 な説である。写真術の渡来期には、銀板写真の研究 は、蘭学 による西洋新知識の導入および諸科学

研究の重要な項 目の一つとして、幕府や藩の諸機関で行われ、当初は、薩摩藩が銀板写真研究の指導的役割を果たした。

日本の銀板写真時代 は、次の湿板写真が輸入 され るまでの約10年 間 とい う短い年月であり、各藩における試行の時代 と

もい うべ きものであった。 日本人が日本人を写 した銀板写真 としては、薩摩藩の市来四郎 らが撮影 した 「島津1rﾎ彬像 」

が、現在の ところ唯一点発見されている(写 真2)。 この写真は、冒頭でも述べたように平成11年 に、写真 としては初め

て国の重要文化財に指定 された。その他、外国人写真家による撮影の ものを含め、日本人を写 したダゲ レオタイプ、お

よび 日本の風景 を撮影 した銀板写真のうちで、現在、所在の明 らかな銀板写真の数は表で示す通 り非常に限 られている

(注9)。

こ うした理由か ら、日本における写真の実際上の幕 開けは、湿板写真からといわれてい る。湿板写真は前述 したよ う

に1851年 に発表 された写真技法で、コロジオンをひいたガラス板 を硝酸銀 に浸 して感光性 を与 え、ぬれているうちにカ

メラにセッ トして撮影 し、現像 しなければな らなかった。湿板写真の 日本への導入は、安政年間に、長崎、横浜、函館

とい う三つの開港場、すなわち幕末の西欧新文化の導 入口からなされた。湿板写真術が導入 された当初 は、蘭学愛好の

各藩の蘭学者たちが中心 となって研究 を行っていたが、やがて大衆の中から写真 を習得 し、職業とする者が現れた。

これ ら三つの写真導入口の うち、長崎か らの湿板写真伝習の実際 は、安政4年(1867)に 、 ポンペ(注10)が 来 日し

たことによって もた らされたといわれてい る。長崎では、松本良順、前田玄造、上野彦馬、古川俊平 らが、ポンペの指

導の下で舎密学(化 学)の 一項目として写真の研究 を開始 した。 もっとも、ポンペは写真術に関する充分 な経験 を有 し

ておらず、写真研究の指導者というよりは、協同研究者であったようである。
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写 真2

撮 影 者 市来 四郎 他

題 名 「島津齋彬」

撮 影 年 安政4年(1857)9月17日

写真 技法 銀板写真

所蔵機 関 尚古集成館

(写真 は、渡辺義雄 ・小 西四郎 監修、小沢

健志 編集、1994『 幕末 ・写 真の時 代』筑

摩書房p.17よ り転載)

また長崎以外では、横浜で、下岡蓮杖がアメリカ人職業写真師ウンシン(注11)か ら
、函館では木津幸吉がロシア領

事 ゴシケヴ ィッチ(IosofAntonovichiGoskevich,1814～1875)か ら湿板写真の伝習を受 けた。以後、湿板写真時代は明

治半ばに乾板が輸入 されるまで続いた。写真 を初めて職業 と したのは、文久2年(1862)に 横浜で下岡蓮杖が、同 じ年

長崎で上野彦馬 が開業 したのが日本の最初 だといわれている。後 に 「東の下岡蓮杖 、西の上野彦馬」 とな らび称 された

この二人 は、 ともに職業写真家の開祖であ り、多くの門下生 を育成 し、幕末 ・明治期に大きな影響を残 した先覚者 とい

えよう。また京都 では、堀与兵衛が寺町通 りに写真場 を創業 した。開業年代 は慶応元年(1865)で あ ったといわれ、幕

末政変の渦中にあった歴史的人物や、無名の人々を、京の風俗 とともに写真に残 した。

明治中期 になると、写真の歴史は湿板写真の時代か ら乾板写真の時代へ と移 り変わった
。 この ような技術の進歩 は、

写真表現の内容 を変化 させ、写真の歴史は一つの大 きな転換期 を迎 えたとい うことができる
。明治16年(1883)、 江 崎

礼二は新輸入の乾板写真法で水雷爆発の水煙の瞬間等 を撮影することに成功 した。これを契機に乾板写真が普及 し、明

治20年 代 の前半頃までには湿板写真 はほとんど見 られな くなった といわれている。湿板写真を野外で撮影す るためには、

技術的な理由から、大型 カメラ ・薬品 ・現像器具一式、 さらには暗室 までも持 ち運ばなければならなかった
。 しか し乾

板時代を迎 え、暗室 を携行する必要がなくなり、 また感光性は、はるかに早 くなった。乾板写真の輸入によって、日本

の写真史は次の時代へ と大 きく移 り変わったのである。 そ して乾板時代の新たな主役 は、秘宝相伝の時代の大家たちか

ら、若手の写真師へ と移 り変わった。彼 らの 中には、直接欧米に留学 して新知識や新技術を吸収 した者 もいた。また、

中央志向の傾向は一層強ま り、優れた写真師 が東京に集 中して互 いに競い合 う時代 となった
。当時の東京では、鈴木真

一
、江崎礼二、清水東谷、二見朝隅、丸木利陽、中島待乳等、 まさに絢爛たる顔ぶれの写真師たちが競い合いなが ら活

躍 していたのである。ちなみに当時の写真代金の一例 を挙げると、手札判、鈴木真一 ・1円 、二見朝隅 ・1円 、江崎礼

二 ・75銭、 丸木利陽 ・50銭 、開業早々の小川一真は50銭 で あった。

このように乾板写真が導入 され、露光時間が大幅に短縮 されたということは
、表現の領域 を一挙に拡大す ることとな

り、新 しい表現の試行が写真師に求め られた。 しか し、明治 中 ・後期の写真師たちの多 くは技術的には優れていたが
、

写真表現に対す る深い洞察や追究 を行 ったとはいいがたい。彼 らの仕事は、肖像、名勝風景、役者、芸妓等営業 目的の

写真がほとんどで あった。外国人旅行者のお土産品 として数多 く売 られ、絵葉書写真の原形 ともいわれ る 「横浜写真」

が流行 したの もこの頃である。横浜写真の多くは、名勝風景、社寺、風俗、人物等の写真に絵の具で美 しく着色 された。

またその多 くが、表紙 を蒔絵づくりの豪華なアルバムに仕立てたことから 「蒔絵 アルバム」 とも呼ばれて外国人旅行者

の、本国への最適なお土産 として、数多く売 られた。 しか し写真表現 とい う観点か ら見れば、西欧人の求める東洋の神
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表.日 本人、および日本の風景を写 した銀板写真

(1)日本で写 された日本 人 撮影者 撮影時期 所蔵(者)・ 寄託機 関

「島津齋彬」 市来四郎ら 安政4(1857)年 尚古集成館

「松前藩用人遠藤又左衛門と従者」 E.ブ ラウン・ジュニ ア 安政 元(1854)年 横浜美術館

「松前藩家老松前勘解由と従者たち」 E.ブ ラウン・ジュニ ァ 安政元(1854)年 松前町郷土資料館

「松前藩奉行、石塚官蔵と従者たち」 Eブ ラウン・ジュニア 安政元(1854)年 石塚茂之助氏

「浦賀奉行所与力、田中光儀」 E.ブ ラウン・ジュニ ア 安政 元(1854)年 東京都写真美術

「名村五八郎」 E.ブ ラウン・ジュニ ァ 安政 元(1854)年 ビショツプ博物 館

「黒川嘉兵衛」 E.ブ ラウン・ジュニ ァ 嘉 永7(1854)年 日本大学芸術学部

「眉毛和尚」(玉泉寺住職) A.F.モ ジヤイスキー 安政 元(1854)年 玉泉寺(下田)

(2)外国で写された日本人

「野々村市之進」 C.D.フ レドリックス 万 延元(1860)年 東京都写真美術館

「安田善一郎為政」(注7) C.D.フ レドリックス 万 延元(1860)年 東京:大学史料編纂所

「ダゲレオタイプに写された侍 」(注8) 撮影者不詳 1850年 代 川崎市 市民 ミュージァム

「ダゲレオタイプに写された侍 」 撮影者不詳 1850年 代 川崎市 市民 ミュージァム

「ニューヨークで発 見された日本人像」 撮影者不詳 1850年 代 横浜美術館

「ニューヨークで発 見された日本人像 」 撮影者不詳 1850年 代 横浜美術館

(3)日本を写した風景写真

「日本の風景」 撮影者不詳
安政2～5(1855～58)

年頃?

ジョージ・イーストマン・ハウス

国際 写真美 術館

秘性、異国的趣味 に迎合 した商業性の強い内容(注12)で あ ったといえる。

明治中期の乾板時代、写真師たちの情熱 が写真表現よ りも営業に向け られていた頃、写真表現への追求 は、職業写真

師 に代 わって、新 しく誕生 したアマチュァ写真家が担 う時代になっていった。その理 由としては、技術的に平易 になっ

たこと、機材が軽量化 されて便利 になったこと等が挙げ られ る。また、 こうした新技術 は、写真雑誌や講義録の出版等

によって公開 され、趣味的な写真撮影の試みがアマチュア写真家に浸透 し、その数は急増 していった。 もっとも、当時

はカメラ等の機材が高価 だったため、初期のアマチュアは、経済的にゆ とりのある華族や高級官僚、豪商、医者、大学

教授等の一部の上流階層 に限 られていた。この頃の啓蒙的指導者としては、東京帝国大学のお雇い外国人教授W.Kバ ー

トン、C.D.ウ エス ト、石川巌教授 らの学者 たちが活躍 した。彼 らは小川一真、丸木利陽 らとともに、明治22年(1889)、

東 京、横浜のアマチュアを中心 とす る写真団体 「日本写真会」(会 長:榎 本武揚)を 創立 した。次いで明治26年(1893)、

明治の写真大尽 といわれた鹿島清兵衛 らの提唱で 「大 日本写真品評会」が、また華族だけの会員 による 「華族 写真会」

等 が次々に創立 され、写真技術、写真材料の紹介、写真芸術の研究等が進められていった。

大正期 になって、アマチュア団体の活動は、第一次世界大戦 と戦後の社会的変動の影響で一時沈滞 した。しか し経済

の復調 とともにアマチュア団体が増加 し、大正後半期 には、写真 はさらに普及 し、やがてアマチュア写真の隆盛期 を迎

えて、いわゆる 「芸術写真」(注13)が 流行 した。

1920年 代 のアマチュア写真界は、欧米の技術 をいち早 く導入 して、内容 ・技術 ともに進歩 した。技法的にはゴム印画、

プロムオイル印画等が流行 し、内容的には、軟調描写の雰囲気 を求める作画が主流 となった。日本における 「芸術写真」

は第二次世界大戦後の 「リア リズム写真運動」の強い影響力等 によって批判 され、やがて終焉することになる。

また、この頃の特色のひとつ として、新聞社の写真界への影響を見逃すことはで きない。朝 日新聞 ・毎 日新聞の二大

新聞社は、全国規模の写真行事の開催、写真雑誌の発行等 といった活動 を展開 した。こうしたことが新聞社の写真界へ

の貢献のはじまりであり、その流れは今 日まで続いてい る。

古写真研究、その方法と課題

さて、以上のように、 日本には約150年 に及ぶ写真の歴史があり、日本の写真史に関する優れた研究書(注14)も 出

版 されている。 しか し、その数は決 して多いとはいえず 、また古写真学(注15)、 写 真史料学、写真鑑定学等 といった

分野 は、未だ確立 されていないのが現状である。 しか し前述 したよ うに、近年、日本 において も写真 を、歴史学をはじ

め とす る様々な分野の研究資料 として活用 しようとす る社会的要求が高 まってきている。その意味で、今後は古写真の
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調査 ・研究法 を確立 してゆ くことが必要で ある(注16)。

また、最近 はディジタル技術 を活用 し、古写真のデータベースを構築 して研究機関や研究者同士の情報交換を盛 んに

したり、一般 に公開 されるようになってきている。例 えば長崎大学では、横浜写真を中心 とした古写真のデータベース

を構築 し、一般に公開 している。同大学の古写真データベースのサイ トは英訳 もされていることから、海外か らのアク

セス件数 も非常に多い。また、筆者が所属 している東京大学史料編纂所では、同画像史料解析セ ンターのプロジェク ト

研究の一つ として、1998年 度 から古写真の研究 とデータベース構…築 を開始 し、随時、研究成果 を公開 している。こうし

た現状 を踏まえ、今後 は、データベース構築とインターネ ッ トによる公開を前提 とした古写真の調査 ・研究法を確立 し

てゆ く必要があろう。以下 に、筆者が写真技術史の立場か ら、現状で考 えている古写真の調査 ・研究の要点 と課題等 に

ついて述べる。

(1)被 写 体による分類 ・整理

古写真 を研究する場合には、まず、写真 を被写体によって分類 ・整理する必要がある。 これ までに出版 された古写真

集等を見 ると、人物 ・風景 ・生活 ・風俗 ・事件 ・戦争 ・建物等 といった分類 ・整理がな されている。 このよ うな分類 ・

整理は、写真を見 る以前に概ね写っている内容が想像で きるとい う点 において も大変便利 な方法 だといえる。 しかし、

データベ ース構築 とインターネ ット公開を前提 として考えると、こうした分類にも検討の余地がある。書物の場合には、

読者がペ ージをめくりながら目的の写真 を探す という作業を比較的自然に行 うことができるので、これまでの分類で問

題 はないと思われる。 しか しインターネ ット公開を前提 とした場合には、膨大な古写真のデータに対 して、不特定多数

の利用者 がアクセスして くるので、利用者が、どのような 目的で、どのようなル ー トでデータを検索 して くるのか予測

がつ きに くい。 こうした理由から、複数の カテゴリーにまたがる可能性のあるような古写真には、どこからで も検索で

きるように分類す る必要性が生 じてきている。

(2)署 名 ・注記 ・添付資料等

写真を調査 ・研究するための有力な手がか りの一つとして署名等の有無がある。 しか し写真の場合、署名 は画面の外

に書かれ ることが多く、その意味で、写真の署名は撮影者を特定す る決定的な証拠とはならない場合 もある。 しかし例

えば、エ リファレット・ブラウン ・ジュニア(EliphaletBrown,Jr.1816～1886)の 銀板写真の場合には、画面内に、先

の尖 った道具 を使用 して、銀板 を削 るよ うに署名 しているものがある。 この種の署名 は、E・ ブラウン ・ジュニア撮影

のオ リジナル写真であることを証明す る材料の一つになり得 るであろう。

また名刺写真(注17)等 の場合には、台紙の裏に写真家の名前やス タジオ名、住所、撮影年等が印刷されていること

がある。 これ らの情報は撮影年月日を特定 したり、撮影者や被写体を特定する場合等 に大変役立つ。

また、 この ような印刷による情報の他に、撮影者 による手書 きの注記や添付資料等 が付 けられた写真 も少なくない。

こうした手書きの情報 も、写真の調査 ・研究には有効な情報 となる。ただし、手書 きによる注記 ・添付資料等は、後年

になって第三者が書 き込んでいる場合 もあり、時には間違った情報が書 かれていることもあるので、情報 として利用す

る場合 には、充分 に注意す る必要がある。

(3)形 態(ケ ース ・アルバ ム ・台紙の有無等)

写 真の形態、すなわちケースや額、アルバ ムや台紙等 によって、その写真が制作 された年代や地域等をある程度推定

することができる。 したがって、銀板写真やアンブロタイプ等のような、ケース入 りの写真 を調査 ・研究する場合には、

ケースがオ リジナルか どうかを観察す ることは重要で ある。また例 え、それがオ リジナルのケースの場合で も、ケース

を解体 した形跡があるかどうかを充分に調査する必要がある。素人がケースを解体 した場合 には痕跡 が残 ることが多 く、

その場合 には不適切なクリーニング等が施 されていることもある。

アルバ ムや台紙等 によっても、写真が制作 された国や年代を大 まかに推定できることがある。また、アルバ ムや台紙

には、写真のタイ トルや撮影場所等のデータが書 き込まれてい ることもある。

(4)写 真技法の識別

古写真を調査 ・研究する上で、特に専門的知識が要求されるのが、写真技法の識別である。写真が発明されてから今
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日までに、数多 くの写真技法が発明、利用 されてきた。 そうした種々の写真技法の中で、調査 ・研究対象 となっている

古写真 が、どの技法で撮影 されたかを識別することにより、撮影時期等 を検討することがで きる。また特に、古写真 を

コレクションとして保存 しようとする場合には、写真技法によって写真の保存や利用方法等が異 なる場合 もある。

(5)写 真の保存状態(コ ンディション)

古写真を収集 ・保存 ・利用する場合には、その保存状態を調査する必要がある。あまり劣化が著 しい場合には、利用

を限定 し、必要があれば保護対策等を講じる必要がある。また、写真の保存状態を調査することは、写真の保存の目的

以外に重要な意味がある。写真の劣化の状態や程度、劣化の進行方向等を観察することにより、その写真が、どのよう

な環境条件のもとで保存されてきたか等、写真そのものの履歴に関する情報を得ることができる。こうして得られた情

報は、写真の史料としての性格を知る手掛かりとなる。また、古写真を調査 ・研究する際には、劣化の状態や程度が自

然にできたものかどうか等を観察することも必要である。

(6)修 復の有無

過去に修復された形跡があるかないかを調査することも、古写真を研究するためには重要である。もしも修復 された

形跡がある場合には、修復の内容や技術水準等を調査 ・研究することは、その写真史料の性格を知る上で重大な要素と

なる。

(7)寸 法

古写真の調書作成 には写真の寸法 を計 ることは不可 欠である。 とりわけ、銀板写真やア ンプpタ イプ等の ような

「一点 もの」では寸法情報が重要なことはい うまでもない。 しか しそれ以外 の場合で も、特に古典印画の場合には密着

焼 き付 けされてい ることが多 く、プ リントの寸法 を計 ることは、原板のサイズを知ることになり、さらに使用 したカメ

ラの大 きさやフォーマ ットを知 る手がかりとなる。

(8)歴 史考証

古写真を調査 ・研究する場合に文字史料等による歴史考証をすることは、他の文化財の調査や鑑定の場合と同じよう

に重要である。例えば、歴史上の人物は、日記等の文字史料を残している場合も少なくない。写真は絵画や文学と異な

り、記憶や想像では画像を残すことができない。したがって写真を撮るためには、その時、その場所にいなければなら

ない。写真の裏書き等に記された撮影者 ・撮影場所 ・撮影年月日等と、日記やその他の文字史料とを照合することは、

写されている人物の特定に役立つ。また、風景や建物等を写した古写真を調査する場合には、古地図や古図面等との照

合が有効である。

(9)写 真の技術水準

撮影技術やプリント技術、彩色技術等、写真の技術水準に関する精細な調査は、古写真を調査 ・研究する上で重要な

ポイントとなる。写真の技術水準は、撮影者の写真史的な位置づけや、写真の性格を知るための手掛かりとなる。

(10)現 地調査

野外で撮影された人物写真や風景写真等の被写体や撮影場所、撮影時期や時問等を特定するために適宜現地調査を行

う必要がある。

(11)他 の写真との比較

撮影者や被写体、撮影場所等がすでに特定されている他の写真と比較することにより、調査対象となっている写真史

料の撮影者や被写体、撮影場所等を特定できることがある。

(12)写 真の出所

古写真が他の文字史料等と同様に、当該写真と関係のある子孫の家等から出てくることがしばしばある。こうした場
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合には、伝承や関連史料等から、被写体や撮影者等の特定に役立つ種々の情報が得られることが多い。

写真におけるオリジナル とコピー

以上 が、筆者 が写真技術史の立場か ら古写真 を調査 ・研究す る場合の要点の概略である。 また、研究対象が特に人物

写真の場合 には、上記の項 目の他に、ポーズや構図、スタジオの背景や小道具、モデル となった人物の服装や髪型等 も

考慮の対象 となる。これ らの うちで、人物撮影に使用 されたスタジオの背景や小道具等は、撮影者の特定に役立つ こと

が少 なくない。人物写真のポーズのつ け方や構図等の類似性等か らも、撮影者 をある程度絞 り込 むことがで きるが、

ポーズや構図等 には、流行や様式等 もあるので、よほど特徴がない限 り、これだけで作者 を特定することは難 しい。また、

モデル となった人物の服装や髪型等は、撮影時期やモデルの身分 ・年齢 ・生活等を読み取 る場合 に貴重 な情報 となる。

また、古写真 を調査 ・研究する上で重要 なポイン トとして、写真 がオ リジナルかコピーかとい う問題 がある。近年、

日本 において も 「オ リジナル写真」 とか 「オ リジナル プ リン ト」等 といった言葉 をしば しば耳にす るようになった。

しか し、写真 というメデ ィアの特殊性のためか、意外にもこれ らの言葉は今 日もなお、明確に定義がな されないまま曖

昧 に使用 されている。 その理由としては、「写真におけるオ リジナル」 とは一体何 かとい う大 きな問題が存在すると同

時に、オ リジナル という問題を厳密 に追求 し過 ぎると、写真の歴史 を完全に辿 ることが難 しくなって しまうとい うこと

があるからで ある。単純に複写か否か ということだけで、オ リジナルかコピーかを判断することは難 しいのである。銀

板写真の ように 「一点 もの」である場合 は別 として、ネガ ・ポジ法 による写真は、一枚の原板から複数のプ リン トを作

ることができる。また、写真撮影からプリン トまでの流れで、共同作業が存在する場合 もある。また制作工程 において、

技法上、複写 という工程 を経 る写真もある。 こうした理由か ら、現状で、特に古写真に関 しては、オ リジナル写真 とい

う言葉を敢 えて柔軟に定義 し、必要に応 じて専門家が判断するといった状況 が生 じているように思われる。 しか し、今

後、古写真を歴史資料 として活用する場合には、研究対象の写真がオ リジナルか否かを判断することは必要で ある。写

真がオ リジナルかコピーかによって得 られ る情報 の質や量が異なるか らである。 さらに、古写真研究が進み、インター

ネ ットで所在情報 を公開するような場合 には、発信情報が 「オ リジナル写真」か 「コピー写真」のいずれに基づ くかを

明示する必要があると思われ る。オ リジナル写真を閲覧す る目的で遠方 まで出向いて行 ったところ、実際は複写であっ

たとい うことは、極力 さけなければならないからである。写真 におけるオ リジナル とコピーの問題 は、引き続 き検討 さ

れるべき課題である。

国際 日本文化研究センター所蔵古写真 コレクションについて

国際日本文化研究センター所蔵古写真コレクション(以 下 日文研 コレクシ ョンと称する)を 写真技法別 に概観す ると、

銀板写真 、ガラス湿板写真(ア ンブロタイプ)、 ガラス乾板ネガデ ィブ、ガラス乾板写真(ポ ジティブ、ステレオ)等

か ら構成 されている。また写 された内容は、人物、風景、生活 、風俗、建物、さらに学術研究資料等、多岐にわたって

いる。

銀板写真は、すべて外国人の肖像写真であり、欧米で撮影 された写真と考えられ る。現状で、銀板写真をケースの外

か ら観察す る限 りにおいては、ケースの形状等か ら、撮影 された国や大まかな撮影時期 を推定することがで きる。アメ

リカ製の銀板写真の場合、ブラスマ ッ ト(ケ ースのカバーガラスの下に入れ られる)と 呼ばれ る金属製マッ トに、撮影

者 が名前や住所等を打刻する場合 もあるが、今回概観 した限 り、日文研コレクションの中には、撮影者の氏名や撮影年

月 日等を示す文字 は見つけられなかった。しかし、今後、ケースを解体(注18)す る等の詳 しい調査をすることにより、

ケース内部に印 された注記等 を手がかりに して撮影者や撮影地、あるいは撮影 に使用 した銀板の銘柄等 を特定で きる可

能性 もある。

ガラス湿板写真の多くは、明治期に日本人を写 した肖像写真であり、日本特有の桐製ケースに収められている。また、

桐製ケースの蓋の裏側 には墨書による注記が多 く見受 けられ、今後はこれらの情報 を調査解読することにより、撮影者

やモデルとなった人物 を特定で きる可能性 がある。 こうした点において、ガラス湿板写真は、日文研 コレクションの中

核 をなす貴重 な写真史料 とい えよう。

次に乾板写真である。文献(注19)に よれば、一般 にガラス乾板の技法が盛 んに使われた時期は1920年 頃 までである

が、小規模 には1980年 頃 まで使用 されていた。近年は、眠 っていたガラス乾板 の調査や保護、デ ィジタル化等が盛んに

行われ、ある種のブームにさえなっているといえる。 しか しガラス乾板には比較的新 しいものも存在 し、 日文研 コレク
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シ ョンの中にも昭和初期か ら昭和10年 代 に撮影 されたガ ラス乾板 も多く含 まれている。またコレクションに含 まれるガ

ラス乾板ネガの中には、素朴 な撮影技術で写 された写真 も少な くない。 これ らの写真が専門家によって撮影 されたもの

なのか、あるいはアマチュア写真家が撮影 した写真なのかは、今後の調査 によって次第に明 らかにされ ると考 える。そ

して、 これ らのガラス乾板写真は営業写真的な香 りが少ないものも多く存在 し、それだけに、当時の生活や習慣、ある

いは当時の 日本の文化 を伝 える貴重 な記録 となりうる。 また乾板写真の中には、その写真の出所を示すラベルや、被写

体を特定す るために役立つ注記や添付資料が付 された写真が多数存在 し、これ らの写真は史料的価値が高いと評価で き

る。さらに、写真の来歴を知 るための ラベルが貼 られている写真や、明らかに京都 の建物 を撮影 したと考 えられ る写真

が含 まれている。しかもそれ らの写真の中には、建物 を特定す るための有力な手がか りが写っているものや、添付資料

が貼 られているものも少なくない。

このように日文研 コレクシ ョンは主 に、銀板写真、湿板写真、乾板写真か ら成 り立っている。それは、写真技術の発

達の大 きな流れ を概観す ることができる一つの資料群 になっている。今回、この資料群は、①写真技法別 に分類 してID

番 号 を付け、②銀板写真 とガラス湿板写真 については複写(銀 塩写真)を 行い、③ ガラス乾板ネガについては銀塩写真

による密着 プリン トを作 り、④すべての写真 をディジタル化 し、⑤書誌 および画像情報のデータベースを作成 した上で、

⑥オ リジナル写真を包材で保護 して収蔵庫に収めるとい う方式で系統的に整理 された。この一環作業は、写真の保存 と

利用 という相反する目的 を達成す る理想的な方法 として も評価 される。

おわりに

百の言葉 よりも一枚の写真が多くのことを雄弁 に語 って くれることがある。幕末 ・明治期 に生 きた人の肖像や群像、

昔の 日本の風景や人々の生活 ・風俗、歴史上重要な事件 ・出来事等、 これ らを写 した写真 は、今 日、私達に多 くのメッ

セージを送 り続け、種々の分野の学術資料 として見直 されてきている。

国際 日本文化研究センターには、今回取 り上げたコレクシ ョンの他 に、「横浜写真」等 さまざまな写真資料 を所蔵す

る。長崎大学環境科学部の姫野順一教授 によれば、「日本の古写真は幕末 ・開港期の国際交流の歴史 を多角的に照射す

る」 とい う。 こうした観点から、近年、横浜写真の学術 資料的価値 の評価が高 まりつつ ある。 これ まで写真表現の歴史

の観 点からは、横浜写真 を 「異国的趣味に迎合 した商業性の強い内容」 とする見方 もあったが、最近は写真史の観点か

らも、またそれ以外の観点か らも、横浜写真の学術資料的価値が再評価 されてきてい るといえよう。

また今回の出版は、今後の古写真関係の出版や、データベース構築 とインターネ ット公開等の一種のプロ トタイプと

なりうる。このコレクシ ョンは今後 、種々の学術分野か ら、深 く、そ して多角的に調査 ・研究 され ることと思 う。また

将来 は、このコレクシ ョンを核 として、網羅的に、あるいは一定の収集方針に基づいてコレクションが一層充実 し、研

究的 ・教育的に優れたコレクシ ョンに成長するもの と信 じてい る。 さらに今回の出版 を機会に、世界中の研究者が貴重

な写真史料を共有で きる条件が整備 され、今後、国際 日本文化研究セ ンターが世界 を舞台とした古写真研究の拠点の一

つになることを期待する次第である。

今後、古写真や写真史料の調査 ・研究が公的機関等で進め られれば、現在 は埋 もれている幕末 ・維新期 に撮影 された

古写真 をはじめ、多くの貴重な写真史料が発見 され ると思われる。また特に、明治後期か ら大正 ・昭和にかけてのガラ

ス乾板は、大量に発見 される可能性が高い。通常、ガラス写真 は一般家庭等で保存するのは困難であり、負担 になるこ

とが多く、こうした理 由か ら貴重 な写真史料が廃棄 されてしまうことも少な くないであろう。その意味では、大学や美

術館 ・博物館、あるいはその他の公的な研究機関で、貴重 な写真史料 を収集 し、適切に保存 ・利用 して、後世 に伝えて

い く必要があると考 える。

注

1.当 時 は まだ 、 カ メ ラ オ ブ ス キ ュ ラと呼 ば れ て い た。

2.当 初 ダ ゲ ール は 、ハ ー シ ェル(J.EW.Herschel,1792～1871)に よ って 発 見 され たハ イ ポ に よる定 着 で は

な く、食 塩 の飽 和液 を用 い て画 像 を 固定 して い た 。

3.タ ル ボ ッ トが 考 案 し た写 真 術 は 、 当初 フ ォ トジ ェニ ック ・ドロ ー イ ング とい う名 称 が与 え られ た が、 後

に改 良 が加 え られ て 、 カ ロ タイ プ(タ ル ボ タ イプ と も呼 ば れ た)と 命 名 され た 。

4.1847年 に ス イ ス の シ ェ ー ンバ イ ン と ドイ ツ の ボ ッ トゲル の協 同研 究 に よ って 発 明 され た 。 この 溶 液 は 透

明で 粘 性 を も ち、 け が等 の 傷 口 をふ さぐの に利 用 され て い た が 、 ア ーチ ャー が そ の粘 性 に注 目 して 、 そ
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れまで使用されていた卵白やゼラチンの代わりに写真感光材料のバインダーに用いるようになった。

5.コ ロジオンが乾燥するにつれて、感光度が急速に低下する。

6.後 に改良されて1～5分 程度に短縮された。

7.C.D.フ レ ドリックス(CharlsDeForestFredericks1823-1894)撮 影 による安田善一郎の銀板写真は、最

近、東京大学史料編纂所から発見され、同所古写真研究プロジェクトによって鑑定が行われた。このダ

ゲレオタイプは劣化が著 しく、肉眼ではほとんど画像 を見ることができないため、東京大学生産技術研

究所と同大学史料編纂所との共同研究の結果、赤外線 ビデオカメラで撮影 した画像をデジタル処理する

ことにより、ある程度画像を復元することに成功、研究成果は、平成12年1月 にNHKニ ュースや新聞各社

から報道された。

8.川 崎市市民ミュージアム所蔵の 日本人を写した撮影者不詳の銀板写真は、同館学芸員の深川雅文氏の研

究により、1850～51年 に米国ボルティモアの写真家H.R.マ ー クス(HarveyR.Marks,1821-1902)が 撮影

したものである可能性が高いとの説が出てきている。また、現在も深川氏によって写された人物を同定

するための研究も行われており、これらの銀板写真については今後も調査 ・研究する必要が指摘されて

いる。詳 しくは深川雅文 「ダゲレオタイプに写 された 日本人」川崎市市民ミュージアム紀要第11集 、平

成11年3月 を参照されたい。

9.「 万延元年遣米使節史料集成第七巻」(風 間書房、1961年 刊)に は、以上に挙げた銀板写真以外にも、日

本人を写した銀板写真が現存 していることが印されているが、現在は所在がわからなくなっており、現

在、所在が明らかとなっている日本の銀板写真は表で示した十数点を数えるにすぎない。

10.オ ランダ人医師ポンペ ・フォン ・メーデルフォール ト(PompevanMeeedervoort ,1829-1908)は 、28才

の とき、長崎海軍伝習所の第二次派遣隊の一員、軍医、二等士官として来日し、長崎において、医学 ・諸

科学の教育、養生所の建設等において貢献 した他、写真の指導者としても影響を残 した。

11.長 年ウンシンと呼ばれてきたこの人物は、斉藤多喜夫氏(横 浜開講資料館)の 調査により、文久年間に横

浜に在住した船長出身の写真師で、ニューヨーク生まれのジョン・ウィルソン(JohonWilson)で あるこ

とが確認されている。

12.最 近 は、「横浜写真」の学術資料的価値が再評価されてきている。

13.日 本ではこの 「芸術写真」という言葉が、欧米諸国と少 し異なった意味で使用された。すなわちそれは、

「芸術としての写真」といった一般的な意味ではなく、明治後期から昭和初期に至る時代に、アマチュア

写真家を中心に制作された絵画的効果を重視した写真群を総称 して使用 された。

14.『 幕末 ・明治の写真』小沢健志著、ちくま学術文庫、筑摩書房、1997

15.こ れ まで古写真という言葉に、はっきりした定義を与えられた形跡はないが、一般に日本における古写真

とは、写真の渡来から明治時代に制作された写真を意味していることが多いように推測される。

16.吉 田成 「古写真の調査 ・鑑定に関する一考察一人物写真を中心に一」東京大学史料編纂所研究紀要第9号、

1999を 参照。

17.1枚 の大きなネガ(湿 板)に8～10枚 の肖像を撮り、印画を1枚ずつ切って3.5×2.5インチの小 さな画像をや

や大きめの台紙に張り付けたもの。1854年 にフランスの写真家アンドレ・アドルフ ・ディズレリが特許を

取得 した。

18.保 存上、ケースの解体には賛否の意見があると思われる。もしも解体する場合には、専門家が慎重に判断

して、作業に当たる必要がある。

19.Archives&Manuscripts:AdministrationofPhotographicCollections .MaryLynnRitzenthaler,GeraldJ.

Munoff,MargeryS.Longp.28.1984
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